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信濃國住人法廣　平成廿一年秋（2010年現代刀職展 正宗賞受賞作品）
◎撮影  大志摩 洋一(所蔵 リードケミカル株式会社）
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東御市梅野記念絵画館・ふれあい館
〒389-0406 長野県東御市八重原935-1 芸術むら公園
TEL：0268-61-6161　FAX：0268-61-6162

開館時間＝9：30-17：00
 （入館は16：30まで）

休  館  日＝月曜日
月曜日が祝祭日の場合は、翌火曜日が休館になります。
祝日の翌日、展示替え期間なども休館いたします。
（冬期休館期間12月28日（日）～1月5日（月））

入  館  料＝一般 500円（団体400円）
※一般は大学生以上です。高校生以下は無料
※団体割引は15名以上からです  ※障がい者割引あり

入館料及びミュージアムショップでのお支払は
すべて現金のみでお願いいたします。

主催＝東御市
助成＝一般財団法人地域創造
後援＝文化庁、長野県、信濃毎日新聞社
協力＝共英製鋼株式会社



■ 土曜日限定 無料運行バス（会場⇔田中駅）
※時刻は出発時刻を表記しています。

※運行は、利用状況等により変更となる場合があります。

　最新情報は刀剣展公式Xをご確認ください。

お支払は現金のみでお願いいたします

www.umenokinen.com
@umenokinenkaigakan

＠tomi_touken

■ お車の場合
上信越道・東部湯の丸ICから
約20分

■ 鉄道等の場合
しなの鉄道・田中駅からタクシーで15分

Google Map▶

東御市梅野記念絵画館・ふれあい館
〒389-0406 
長野県東御市八重原935-1 
芸術むら公園
TEL：0268-61-6161　
FAX：0268-61-6162
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鑽　寛政九年二月日
（所蔵：相撲博物館）

骨喰藤四郎　再現刀
（棟）法廣作之　彫琇巴（所蔵：京都豊国神社）
Photo Naoto Kimura

展示会会場でのイベント

● オープニング特別講座「正倉院に学ぶTouken」
 宮内庁正倉院事務所前所長 西川明彦氏と宮入法廣刀匠にご登壇いただき、
 法廣氏が制作依頼を受けた正倉院の再現模造刀子についてお話いただきます。

 11.15［土］ 13：30～15：30　
 ※事前予約制、定員40名、QRからお申込み（先着順）、聴講料無料

● 『銘切体験 ～刀匠と一緒にものづくり～』
 法廣氏と門弟の森國清廣氏に指導いただきながら、お好きな文字を切ってみませんか？

 　森國清廣氏について

 11.23［日］ 午前の部 10：00～12：00 ／ 午後の部 13：00～16：00
 ※事前予約制、定員40名、QRからお申込み（先着順）、参加費 3,000円

法廣刀匠による銘切コーナー
 同会場にて10：00から15：00まで、法廣氏による銘切コーナーを設けます。
 法廣氏にお好きな文字を文鎮に切っていただけます。
 ※当日先着順、参加費3,000円

● 地域おこし協力隊によるギャラリートーク
 展示会担当職員が、初心者向けに刀の鑑賞方法や展示作品の解説を行います。

 ①2025.11.29［土］ ②12.20［土］ ③2026.1.10［土］

 14：00～　※申込不要、聴講料無料、要入館券

会場外でのイベント

● 特別文化対談「福島善三×宮入法廣」
 異なる分野を極めるお二方に対談いただき、それぞれの視点から、
 創作の共通点や伝統工芸の未来を語っていただきます。

 2025.12.6［土］ 10：00～12:00
 東御市立北御牧中学校音楽ホール（東御市下之城947）
 ※事前予約制、定員100名、QRから申込み又は文化振興係（0268-71-0670）へ電話、聴講料無料

 登壇者
 ・福島 善三 氏（陶芸家／重要無形文化財「小石原焼」保持者（人間国宝））
 ・宮入 法廣 氏（刀剣作家／長野県無形文化財保持者）
 コーディネーター
 ・武藤 芳照 氏（東京健康リハビリテーション総合研究所所長、

東京大学名誉教授、身体教育医学研究所名誉所長）

Event

表　化粧まわし姿一人立ち　雷電（所蔵：相撲博物館）

宮入清宗氏（法廣氏の父）と、法廣氏に師事し、
現在は福井県越前町にて作刀を行っている。
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